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太　陽�

施設見学は火～日曜日の午前10時～午後５時、天体観望は金土日と祝

日の午後７時～10時に行っています。ただし、８月12日（月曜）は開館

し、８月９日（金）～18日（日）は毎日天体観望も行います。

●質問などはぐんま天文台へ

電話：0279-70-5300 FAX：0279-70-5544

★ペルセウス座流星群の観察会

８月12日（月）

★スタンプラリー

７月20日～９月１日の開館日
午前10時～午後５時
９月以降は土日だけになります。

「クイズに答えながらスタンプを集めて、天文台を探検しよう！」
全部集めたら天体写真がもらえるよ！

夏の大三角

イベントなどのおしらせ

地球は、太陽のまわりを約１年間かけて回

っていますが、すこし傾いたまま回っている

ので、太陽と地面の角度が変化するため、夏

や冬などの季節ができます。夏の朝は真東よ

り少し北側から太陽が昇り、冬は少し南側か

ら昇ります。

光年とは、光が１年間に進む距離のこと

です。光は１秒間に地球を７周半もするス

ピードランナー（秒速30万km）ですが、

宇宙はとても広いので、お隣の星へ行くに

は光でさえ何年もかかってしまいます。

地球からの距離は1億5千万kmで、光の速さで

8分20秒かかります。（もし歩いていくと4000年

もかかってしまいます。）つまり、私たちが今見

ている太陽は、8分20秒前に太陽の表面を出た光

なのです。

昔の人は、望
ぼう

遠
えん

鏡
きょう

のような近代的な道具がないのに、星

や太陽の動きから暦
こよみ

や時間を知りました。

どんな工夫をして調べたのかな？

夏休みに天文台へ行って、昔の人のすごさを感じてみよう！

説明会　午後７時～７時45分
観察会　午後８時～翌午前４時
（雨やくもりの時は説明会のみ）

ブラックホールだと考え

られている天体の位置


